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X線輝点	
  
11年周期を示さないコロナ構造	


Hara	
  &	
  Nakakubo-­‐Morimoto	
  (2003)	


表面対流運動により異なる磁極の衝突	
  
を通して形成される構造と理解	
  
→11年周期性を示さない磁場成分の存在	




コロナ輝点から求めた	
  
太陽回転角速度	


・コロナ輝点から求めた回転角速度	
  
	
  	
  は光球磁場と緯度60°までほぼ一致	
  
・光球速度場より求めた回転角速度	
  
	
  	
  よりも速い（黒点と同じ）	


Hara	
  (2009)	
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Angular rotation rate： 
connectivity between inside and XBP 

Angular rotation rate of XBP defined by 8 <Δt < 24 hrs  coincides  
with that at ~0.97Rs in latitudes between -60 and +60 deg. 

Small-scale magnetic activity 
localized at the top of CZ? 

Equivalent depth (~0.94 Rs )  
of AR surface rotation rate. 

Hara 2009,  ApJ 697, 980  
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Lower precision  
due to selection 
criterion  
-22.5 < ϕ <22.5 deg	


This latitude range  
was estimated from 
3 year SXT data 
in Hara (2009).	


SDO/AIAのわずかなデータで	
  
より短時間に角速度の測定が可能。	
  
・11年周期内の変動を追うことが可能。	
  
・データの扱いにより、経度方向の角速度	
  
　変動の調査を進めている	
  
・原理的には子午面流も検出は可能だろう	
  



極領域近傍のコロナ輝点数	


Harra	
  et	
  al.	
  (2014)	
  submiUed	
  to	
  Solar	
  Phys.	
  	


低緯度から極領域の磁気フラックスの流入は	
  
検出されているのか？	




まとめ	


•  回転角速度測定のようなものは全面視野装置で
通常やるものだが、	
  
– ドップラー速度でやる限り視野の狭い装置でも　
可能（速度ゼロ点の較正が確実ならば）	
  

– 「ひので」SOTではこのような測定をしていない	
  
• 一回の観測で得られる精度では不十分だから	
  

•  表面磁場・コロナ輝点のような磁気構造から調査
する角速度と日震学よりわかる内部角速度の　
関係については、	
  SDOで明らかにされる	
  


